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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2012年６月21日に提出いたしました第88期(自　2011年４月１日　至　2012年３月31日)有価証券報告書の

記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するも

のであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　　　第５　経理の状況

　　　１　連結財務諸表等

　　　　　注記事項　

　　５　金融債権

　
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

　第一部　【企業情報】

　　第５　【経理の状況】

　　　１　【連結財務諸表等】

　　　　　 注記事項

　　 ５　金融債権

　

　　　(訂正前)

 (延滞の状況)

クレジットリスクの大部分は、顧客に対する金融サービスに関して発生しており、失業率の上昇や中古車価

格の下落など一般的な経済動向によって影響を受けることがあります。(後略)

　
　　　(訂正後)

 (クレジット損失引当金)

クレジットリスクの大部分は、顧客に対する金融サービスに関して発生しており、失業率の上昇や中古車価

格の下落など一般的な経済動向によって影響を受けることがあります。(後略)
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